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Ⅰ．問題と目的
レジリエンスとは、「困難で脅威な状況におい

て、うまく適応する過程・能力・結果」（Masten, 
Best and Garmezy ,1990）と定義されている。
レジリエンスは先行研究によると、環境要因と
個人要因の相互作用からなるものであると指摘
されている。環境要因として、ソーシャルサポ
ートが挙げられる。しかし、いくら環境要因と
してソーシャルサポートが存在していたとして
も、ソーシャルサポートを活用することができ
なければ、レジリエンスの環境要因が存在して
いるとは言えないのではないかと筆者は考え
た。そこで、本研究では「援助要請」に着目し
た。援助要請とは、日常生活を送る中で個人が
問題を抱え、それを自分自身の力では解決でき
ない場合に、他者に援助を求めることである。

永井（2013）は援助要請を「援助要請自立型」
「援助要請過剰型」「援助要請回避型」に分類し
ている。ソーシャルサポートが存在していて
も、援助をしにくい人は環境要因があるとは言
えないだろう。また一方で、援助要請をすると
いう選択肢を取らない人も環境要因があるとは
言えないだろう。先行研究において、「援助要
請」を含んだレジリエンス尺度は見つけられな
かった。そこで本研究では、レジリエンスを包
括的に捉えるため、既存のレジリエンス尺度に
新たに援助要請を取り入れ、検討することを第
1 の目的とした。

またストレスに対する対処法として、以前か
らコーピングの存在が指摘されている。コーピ
ングとは「外的、内的な要求に対応するために
行われる認知的、行動的努力」であると定義さ
れている（Lazarus & Folkaman,1984）。またコ
ーピングは、積極的なコーピングの「問題焦点

型」と「情動焦点型」、消極的なコーピングの
「回避・逃避型」に分けられる。近年では新たに
レジリエンスも注目されているが、先行研究に
おいて、コーピングとレジリエンスの関係につ
いて不明瞭な点が多い。また、ストレッサー領
域別にコーピングが及ぼす影響について詳細に
検討した研究はほとんどない。本研究では、ス
トレッサー領域別によるコーピングの影響の差
異を検討するため、否定的な出来事として、日
常生活における対人ストレス場面やネガティブ
な出来事といった具体的なストレス場面を設定
した。そして、新たに抽出されたレジリエンス
の因子とコーピングがどのような関係を持つの
かについて、場面毎に検討することを第 2 の目
的とした。また同時に、場面毎に感情反応につ
いて自由記述で回答を求め、レジリエンスとの
関連についても検討する。本研究の仮説とし
て、 1 つ目に再構成したレジリエンスの構成要
素には、援助要請スタイル尺度の項目を含んだ
因子が含まれるだろう。 2 つ目にレジリエンス
が高いほど、積極的コーピングが高くなるだろ
う。の 2 つを立て検討する。

Ⅱ．方法
1 ．調査協力者

30歳までの男女81名。（18歳～ 27歳の男女81
名）、有効回答数は80名（男性：23名、女性：57
名、平均年齢22.00、SD=2.11であった。）

2 ．調査時期と調査方法

調査は2022年10月 1 日～ 11月11日に実施し
た。個別回答自記入式のgoogleフォームで実施
した。実施時間は約15分であった。

3 ．Google フォームの構成

表 1 に示すように構成した。
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4 ．場面について

場面については、高比良（1998）の対人・達
成ネガティブライフイベント尺度と橋本（1997）
の対人ストレスイベント尺度を参考にストレス
場面を 6 種類作成した（表 2 ）。

5 ．自由記述について

各場面について、「あなたはどのような気持
ちになりましたか？感じると思う気持ちをご記
入ください。（複数回答可）」と記載し回答を求
めた。

Ⅲ．結果と考察
1 ．再構成した後のレジリエンスの因子構造に

　ついて

因子分析を行った結果、 3 因子23項目が抽出
された。それぞれ、「将来に対する肯定的な態
度」「援助者への信頼」「感情調整」と命名した。
因子には、援助要請スタイル尺度の「援助要請
回避型」の項目が 3 つ含まれていた。この 3 つ
の項目内容から、レジリエンスに含まれる援助
要請の要素としては、サポートを活用できる個
人の特性であると言い換えることができる。今
回の結果から、 1 つ目の仮説は支持されたと言
える。

2 ．仮説2の検証

レジリエンスの 3 要因が、コーピング（「問題
焦点型、「情動焦点型」、「回避・逃避型」）に与
える影響について検討するため、また、レジリ
エンスの 3 因子の相互作用がコーピングに寄与
していると考えるため、階層的重回帰分析を用
いた。その結果、レジリエンスが高い者は、レ
ジリエンスの 3 因子の内容に示されているよう
な、時には他者の助けを借りながらも、将来に
対して希望を持ったコーピングを選択している
ことが示唆された。また状況に応じて柔軟にコ
ーピングを採択することによって、ストレスを
低減し、適応的なあり方を保っているのではな
いかと考えられる。

最後に、レジリエンスと感情との関係につい
て、レジリエンスが高い者は、ネガティブな状
況に対し、一度はネガティブな感情に陥ること
はあっても、気持ちを切り替えることにより、
未来に対し前向きな気持ちを抱き、適応が維持
されるような感情を抱くということが考えられ
た。一方で、レジリエンスの低い者は、一度ネ
ガティブな感情に陥るとそこから変化すること
はなく、また起きてしまった事象に対して考え
続けてしまうことが示唆された。

表 1 　Google フォームの構成

表 2 　場面 1 から場面 6 の内容
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Ⅳ．今後の展望
本研究では、精神的健康や適応との関連につ

いては触れていない。そのため、レジリエンス
の高低によって、選択したコーピングや、感情
反応が、精神的健康や適応にどの程度関連して
いるのかについて検討することも、レジリエン
スとコーピングの関係や、レジリエンスと感情
反応の関係をより深く知る上でも大切な視点で
あると考える。そのため今後は、精神的健康や
適応との関連についてまで焦点をあて、レジリ
エンス概念をより包括的に検討していきたい。
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